
- 1 - 

 

 

 

 

令和７年度「台東区総合学力調査」及び「全国学力・学習状況調査」 

の結果について 
 

１ 調査の趣旨 

区立小・中学校の児童・生徒の学力及び学習等についての意識を調査し、 

  その分析結果を各校における授業改善等に生かすため、「台東区総合学力調 

査」を実施する。 

 

２ 対象学年 

小学校第４学年～中学校第３学年 

 

３ 実 施 日 

令和７年４月１８日（金） 

 

４ 調査内容（下線教科は、「全国学力・学習状況調査」において実施）   

小学校第４学年  国語、算数 

第５学年  国語、社会、算数、理科 

第６学年  国語、社会、算数、理科 

  ※前学年の学習内容を考慮し、小学校第４学年は一部の教科で実施 

中学校第１学年  国語、社会、数学、理科、英語 

第２学年  国語、社会、数学、理科、英語 

第３学年  国語、社会、数学、理科、英語 

  ※中学校第３学年理科については、今年度ＣＢＴ（コンピューターを用いた試験方

式）で実施。 

 

５ 調査結果（同一集団を基本とした経年変化） 

※網掛け部分の数値は、「全国学力・学習状況調査」の結果 

（１）小学校第４学年 

令和７年度                    

 区 全国 差  
 

国語 ７１．４ ６６．８ ４．６  

算数 ７６．８ ７２．４ ４．４ 

 

（２）小学校第５学年 

令和７年度          令和６年度（小学校第４学年時）           

 区 全国 差  区 全国 差 

国語 ７０．８ ６６．２ ４．６  ７４．６ ７３．４ １．２ 

社会 ６８．４ ６６．７ １．７   

算数 ７０．９ ６７．９ ３．０  ７７．７ ７２．１ ５．６ 

理科 ５８．９ ５９．５ ▼０．６   
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（３）小学校第６学年 

令和７年度         令和６年度（小学校第５学年時）          

 区 全国 差  区 全国 差 

国語 ７２．０ ６６．８ ５．２  ６９．７ ６４．９ ４．８ 

社会 ７０．４ ６９．２ １．２  ６１．２ ６０．１ １．１ 

算数 ６６．０ ５８．０ ８．０  ６７．５ ６４．０ ３．５ 

理科 ６０．０ ５７．１ ２．９  ５９．９ ６０．７ ▼０．８ 

 

（４）中学校第１学年 

令和７年度         令和６年度（小学校第６学年時）          

 区 全国 差  区 全国 差 

国語 ６５．７ ６４．５ １．２  ７３．０ ６７．７ ５．３ 

社会 ５２．９ ５３．５ ▼０．６  ６４．６ ６２．８ １．８ 

数学 ６８．５ ６６．８ １．７  ７０．０ ６３．４ ６．６ 

理科 ４８．５ ５２．６ ▼４．１  ５９．２ ６０．３ ▼１．１ 

英語 ８２．４ ８１．４ １．０    

 

（５）中学校第２学年 

令和７年度         令和６年度（中学校第１学年時）           

 区 全国 差  区 全国 差 

国語 ６４．２ ６５．０ ▼０．８  ６０．９ ６１．３ ▼０．４ 

社会 ４１．６ ４５．６ ▼４．０  ４８．２ ５２．４ ▼４．２ 

数学 ５４．６ ５３．６ １．０  ６４．４ ６４．４ ０．０ 

理科 ４４．０ ４８．７ ▼４．７  ６０．６ ６７．０ ▼６．４ 

英語 ５２．４ ５１．３ １．１  ７７．１ ７６．８ ０．３ 

 

（６）中学校第３学年 

令和７年度         令和６年度（中学校第２学年時）           

 区 全国 差  区 全国 差 

国語 ５４．０ ５４．３ ▼０．３  ６５．９ ６５．１ ０．８ 

社会 ４１．９ ４５．１ ▼３．２  ４６．１ ５０．０ ▼３．９ 

数学 ４８．０ ４８．３ ▼０．３  ５６．２ ５４．７ １．５ 

理科 ※ ※ ※  ５０．８ ５６．０ ▼５．２ 

英語 ５３．６ ５２．２ １．４  ５３．８ ５２．７ １．１ 

  ※理科については、今年度ＣＢＴ実施のため、ＩＲＴスコア集計値を参照 
  

【ＩＲＴスコア集計値】 

 区 全国 差 

理科 ４８５ ５０３ ▼１８ 

  ※Ｉ Ｒ Ｔ…児童生徒の正答・誤答が、問題の特性によるのか、児童生徒の学力による

のかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論。異な

る問題から構成される試験・調査の結果を同じものさしで比較できる。 

  ※ＩＲＴスコア…ＩＲＴに基づいて、各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、 

５００を基準にした得点で表すもの。 
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調査概要 

１ 調査目的 

（１）小・中学校児童・生徒の学力（領域、観点及び基礎・活用別）の実態を調査分析し、学習指導上

の問題点及び改善点を明らかにする。 

（２）小・中学校児童・生徒の学習や生活に関わる意識や活動の実態を調査分析し、生活指導上の問題

点及び改善点を明らかにする。 

 

２ 調査対象 

（１）学力調査 

①小学校第４・５・６学年の児童 

②中学校第１・２・３学年の生徒 

（２）アンケート調査 

①小学校第４・５学年の児童 

②中学校第１・２学年の生徒 

 

３ 調査日時 

（１）学力調査：令和７年４月18日 

（２）アンケート調査：令和７年４月18日～４月23日 

 

４ 調査内容（調査人数・調査時間） 

 国語 

（小40分） 

（中45分） 

社会 

（小40分） 

（中45分） 

算数・数学 

（小40分） 

（中45分） 

理科 

（小40分） 

（中45分） 

英語 

 

（中45分） 

学習・生活 

アンケート 

（小中40分） 

小学校第４学年 1118  1120   1124 

小学校第５学年 1135 1135 1136 1136  1140 

小学校第６学年  1101     

中学校第１学年 699 700 699 700 698 699 

中学校第２学年 688 692 692 692 694 693 

中学校第３学年  715   712  
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第１章 児童・生徒の学力実態 

１ 小学校第４学年 

（１）国語 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

71.4 66.8 △4.6 74.6 73.4 △1.2 74.0 70.8 △3.2 72.1 68.0 △4.1 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方 

に関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国平均(%) 65.0 52.7 77.2 62.1 65.0 75.1 

区全体正答率(%) 70.8 60.6 84.1 67.6 63.5 80.1 

差(%) △5.8 △7.9 △6.9 △5.5 ▼1.5 △5.0 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 65.0 68.1 

区全体正答率(%) 71.1 71.5 

差(%) △6.1 △3.4 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 70.0 60.1 

区全体正答率(%) 74.6 64.5 

差(%) △4.6 △4.4 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 

1.3 0.8 2.1 2.4 3.1 
6.7 7.3 

14.5 12.9 
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0 1～ 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～ 100

［児童の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 71.4%
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⑥課題の見られた小問 

●■6 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 35.4% 29.7% △5.7 10.6%   ☆ 

出題のねらい 司会の役割を果たしながら話し合い、考えをまとめている。 

結果 区全体正答率35.4％は、全国平均29.7％を5.7ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は10.6％である。 

誤答は、中原さんと北野さんの発言のうち、どちらかの内容を正しく書いていないもの（38.5％）

が最も多く、正答率を上回った。 

対策 司会は最後の発言で、おにごっこの提案と、その際のルールを確認している。本問では、ルー

ルについて、〈注意する点〉にあるように「中原さん」と「北野さん」の２人の発言を基にし

てまとめる。「中原さん」は１年生と４年生が２人１組になって手をつなぐことを、「北野さ

ん」は１年生のスピードに合わせて走ることを発言しているので、それらを空欄に入るように

一文にして書けばよい。空欄に入る内容を考える問題では、空欄の前後の文脈からどのような

内容が入るのかを予測したり、出された条件をヒントにしたりして考えさせることが大切であ

る。 
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●■7 （通し番号●23 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 46.3% 47.3% ▼1.0 17.7%   ☆ 

出題のねらい 書く内容の中心を明確にして、文章の構成を考えている。 

結果 区全体正答率46.3％は、全国平均47.3％を1.0ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は17.7％で、全問中最も高い。 

正答のうち、２段落になっているが、段落頭の１文字空けがないものが7.6%見られた。 

対策 文章を２段落構成で書くことができるかを見る問題である。「段落に分ける」ことの意味を十

分に理解できていないと、文章を組み立てることは難しい。まずは、「段落」という定義を正

しく捉えさせることが大切である。その上で、教科書の教材文を意味段落に分けさせたり、ひ

と続きの文章を、話題の切り替わりによっていくつかの段落に分けさせたりする練習を積ませ

ることも有効である。 
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（２）算数 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

76.8 72.4 △4.4 77.7 72.1 △5.6 76.5 71.9 △4.6 78.9 73.1 △5.8 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 数と計算 図形 測定 データの活用 

全国平均(%) 71.9 84.3 72.1 61.1 

区全体正答率(%) 76.8 86.3 75.5 66.9 

差(%) △4.9 △2.0 △3.4 △5.8 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 76.4 58.3 

区全体正答率(%) 80.2 64.8 

差(%) △3.8 △6.5 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 76.1 59.2 

区全体正答率(%) 80.1 65.2 

差(%) △4.0 △6.0 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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［児童の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 76.8%
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⑥課題の見られた小問 

●■14 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 46.2% 34.5% △11.7 6.7%  ☆  

出題のねらい 棒グラフを読み取り、校庭の落とし物の数が音楽室の何倍かを求めることができる。 

結果 区全体正答率46.2％は、全国平均34.5％を11.7ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は6.7％である。 

誤答は、35（倍）と答えている（何倍かではなく、差を求めている）ものが9.5%見られた。 

対策 棒グラフは、２つ以上の同種の数量を棒の長さで表して、その長短を比較することによって量

の大小を判断するグラフである。棒グラフは、次のようなことに気を付けて読み取る必要があ

る。①表題を見て何のグラフかを知る、②縦軸・横軸が何を表しているのか、単位、１目盛り

の大きさをつかむ、③目的に応じて、個々の棒が表している数量の大きさを正しく読み取る、

④最大値・最小値を押さえる、⑤棒の表す数量を比較する（差、割合）。 
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●■16 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 41.8% 34.7% △7.1 11.4%   ☆ 

出題のねらい ２kgを超えないように、３冊目の本を選び、選んだ理由を説明している。 

結果 区全体正答率41.8％は、全国平均34.7％を7.1ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は11.4％で、全問中２番目に高い。 

正答のうち、（番号）②を選んで、（わけ）で450gより軽い本を選べばよいことを説明して

いるものが、6.4％見られた。 

対策 問題を解決する際、式と答えを書いて終わりになる児童がいる。式と答えは、算数では大切な

表現方法であるが、どうしてその答えになったのか、他の児童などに説明できることも、大切

な資質・能力である。本問の式は1550＋250＝1800となるが、1800gは２kgを超えない

からという理由を言えるように指導することが大切である。式では分かりにくいことも、図で

示したり言葉で説明したりすることで相手に分かるようになる。式だけでなく、図や言葉でも

説明する活動を、日頃の学習に取り入れていきたい。 
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２ 小学校第５学年 

（１）国語 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

70.8 66.2 △4.6 69.7 64.9 △4.8 73.8 70.0 △3.8 70.4 68.0 △2.4 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方 

に関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国平均(%) 70.8 66.7 65.7 74.9 54.9 66.4 

区全体正答率(%) 75.1 75.1 72.0 79.9 54.9 74.6 

差(%) △4.3 △8.4 △6.3 △5.0 0.0 △8.2 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 70.0 63.5 

区全体正答率(%) 74.8 67.8 

差(%) △4.8 △4.3 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 69.3 59.3 

区全体正答率(%) 73.7 64.1 

差(%) △4.4 △4.8 

  

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 70.8%
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⑥課題の見られた小問 

●■3 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 42.6% 38.5% △4.1 1.4% ☆   

出題のねらい 連用修飾語について理解している。 

結果 区全体正答率42.6％は、全国平均38.5％を4.1ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は1.4％である。 

誤答は、選択肢２（27.2%）が最も多い。選択肢3（25.6%）にも分散している。 

対策 「どの言葉がどの言葉を修飾しているのか」という文の構成について理解することは、文章を

書いたり、文章の内容を正しく読み取ったりするために必要である。視覚的に分かりやすい言

葉の関係の図を用いて、どの言葉がどの言葉にかかっているのか、文の構成を理解させること

が大切である。また、簡単な文の空欄に、さまざまな修飾語を入れる練習を積ませることも有

効である。 
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●■6 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 28.7% 24.5% △4.2 28.3%   ☆ 

出題のねらい 自分の考えとそれを支える事例との関係を明確にして書いている。 

結果 区全体正答率28.7％は、全国平均24.5％を4.2ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は28.3％で、全問中最も高い。 

誤答は、「地元の人のグループが成果を発表する」「多くの人がじゅんびに関わっている」の

うち、どちらかを正しく書いていないもの（32.1％）が多く、正答率を上回った。 

対策 本問の空欄は、「具体的に言うと」からつながる内容である。何の具体的な内容であるのかを

考えると、「地元の人たちみんなで夏祭りを作っている」ことの具体例であることが分かる。

さらに、〈注意する点〉をヒントに考えると、「(1)昨年の夏祭りに行った人の話」から「地元

の人のグループが成果を発表してい」ること、「(2)夏祭り実行委員長の話」から「多くの人が

じゅんびに関わっている」ことが分かる。これらをつなぎ合わせて、空欄に入るような適切な

言葉を書けばよい。こうした問題では、まず空欄にどのような内容が入るのかを予測させるこ

とが重要である。 
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（２）社会 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

68.4 66.7 △1.7 61.2 60.1 △1.1 61.9 59.1 △2.8 69.8 70.3 ▼0.5 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 都道府県の様子 
生活環境を 

支える活動 

自然災害からく

らしを守る活動 

伝統や文化、先

人の働き 

特色ある地域の

様子 

全国平均(%) 58.6 71.3 76.5 44.3 67.0 

区全体正答率(%) 63.0 74.0 77.1 48.6 69.7 

差(%) △4.4 △2.7 △0.6 △4.3 △2.7 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 66.3 67.0 

区全体正答率(%) 68.1 68.7 

差(%) △1.8 △1.7 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 68.4 62.5 

区全体正答率(%) 70.6 62.8 

差(%) △2.2 △0.3 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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［児童の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 68.4%
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⑥課題の見られた小問 

●■2 (4) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 44.4% 40.5% △3.9 1.9% ☆   

出題のねらい 水の使用量のグラフを読み取っている。 

結果 区全体正答率44.4％は、全国平均40.5％を3.9ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は1.9％である。 

誤答は、選択肢４（36.7％）が最も多い。 

対策 本問は、２つのグラフの読み取り問題である。ＡとＢの文をそれぞれ２つのグラフと照らし合

わせながら判断することによって、正答を導くことができる。数量を比較する際には、見た目

だけで判断するのではなく、目盛りを読んだり、必要に応じて計算したりするなどして、正確

に読み取ることが大切である。グラフや統計資料については、その都度意味や特色を押さえさ

せたい。 
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●■5 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 39.9% 32.3% △7.6 20.2%  ☆  

出題のねらい 明治用水の工夫について、資料をもとに判断している。 

結果 区全体正答率39.9％は、全国平均32.3％を7.6ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は20.2％で、全問中３番目に高い。 

対策 明治用水の工夫について、当てはまる言葉を年表中から抜き出して書かせる問題である。まず、

明治用水を地中に通す工事について、管理している山田さんの話を読み取ると、これにより、

人や車が水路に落ちる事故がなくなったことと、水路にごみが捨てられることがなくなったこ

とが分かる。そこで、関連する内容を年表で探せばよい。年表から抜き出す問題では、説明文

と年表を関連付けて読み取らせる指導が有効である。 
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（３）算数 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

70.9 67.9 △3.0 67.5 64.0 △3.5 69.3 67.1 △2.2 66.5 60.4 △6.1 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 数と計算 図形 変化と関係 データの活用 

全国平均(%) 70.4 63.5 67.2 67.6 

区全体正答率(%) 73.4 66.4 72.7 70.2 

差(%) △3.0 △2.9 △5.5 △2.6 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 69.6 63.3 

区全体正答率(%) 72.2 67.6 

差(%) △2.6 △4.3 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 70.1 62.2 

区全体正答率(%) 72.4 66.9 

差(%) △2.3 △4.7 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 70.9%
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⑥課題の見られた小問 

●■13 （通し番号●22 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 48.4% 52.5% ▼4.1 9.2%  ☆  

出題のねらい ひし形の作図ができる。 

結果 区全体正答率48.4％は、全国平均52.5％を4.1ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は9.2％である。 

 

対策 ひし形は、４辺の長さが等しく、向かい合った２組の辺がそれぞれ平行であること、向かい合っ

た角の大きさが等しいこと、２本の対角線が垂直に交わり互いに他を二等分することなどを理

解させたい。この性質が理解できていれば、既にかかれている２辺に続けて正しい辺をかくこ

とができるだろう。図形の指導においては、意味や性質、作図の学習だけではなく、学習した

図形を切り取らせたり、敷き詰めさせたりするなど、操作的活動を積極的に取り入れることが

大切である。そうした活動を通して、図形への理解を深めさせていく必要がある。 
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●■18 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 52.3% 42.6% △9.7 20.8%   ☆ 

出題のねらい １組の三角定規を組み合わせてできる角の大きさの求め方を説明している。 

結果 区全体正答率52.3％は、全国平均42.6％を9.7ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は20.8％で、全問中最も高い。 

正答のうち、角の大きさを正しく求めているが、説明が不十分なものが、35.7％見られた。 

対策 分度器で角の大きさを測定する技能を習得できるようにするとともに、直角の大きさが90°、

半回転した大きさが180°、１回転した大きさが360°であることも理解できるようにする

ことが大切である。また、三角定規の角の大きさを基に、角の大きさの加法性、移動や回転な

どを行っても、角の大きさは変わらないなどの、角の大きさについての感覚を培っていきたい。

三角定規を組み合わせてできる角の大きさ調べでは、その角の大きさになる理由を説明したり、

与えられた角の大きさを作ったりする活動を通して、角の大きさについての理解を深めさせた

い。 
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（４）理科 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

58.9 59.5 ▼0.6 59.9 60.7 ▼0.8 67.0 66.8 △0.2 62.9 62.5 △0.4 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 物質・エネルギー 生命・地球 

全国平均(%) 52.9 65.7 

区全体正答率(%) 52.9 64.5 

差(%) 0.0 ▼1.2 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 64.6 52.4 

区全体正答率(%) 63.3 52.6 

差(%) ▼1.3 △0.2 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 66.9 43.2 

区全体正答率(%) 65.8 43.5 

差(%) ▼1.1 △0.3 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 58.9%
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⑥課題の見られた小問 

●■9 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 31.1% 30.1% △1.0 18.8%  ☆  

出題のねらい 実験から、水のしみこみ方と粒の大きさの関係を調べていることを推測できる。 

結果 区全体正答率31.1％は、全国平均30.1％を1.0ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は18.8％で、全問中３番目に高い。 

対策 雨が降った後の、校庭と砂場の地面の様子を比べさせ、校庭には水たまりができているが、砂

場にはほとんどできていないことに注目させたい。まず、校庭の土と砂場の砂について、虫眼

鏡で粒の大きさを観察させ、粒の大きさによる水のしみ込み方の違いを調べさせる。その結果

を基に、本問の水のしみ込み方の違いは、土や砂の粒の大きさと関係があることを捉えさせる

とよい。校庭の土や砂場の砂を実際に触ったり、観察したりする時間を十分に取ることで、粒

の大きさと水のしみ込み方との関係について調べたいという思いを引き出したい。 
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●■11 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 27.6% 27.0% △0.6 27.2%   ☆ 

出題のねらい 空気のあたたまり方をもとに、部屋全体を早くあたためるためのエアコンの風向きについて説

明できる。 

結果 区全体正答率27.6％は、全国平均27.0％を0.6ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は27.2％で、全問中最も高い。 

誤答は、エアコンの風向については正しく説明しているが、あたためられた空気の動きについ

て触れていないものが19.0％見られた。 

対策 温められた空気が上に行くことは、ほとんどの児童が理解できている。その理論を、部屋の中

のエアコンという日常生活の場面で応用できるかを問う問題である。学校の理科で学習した理

論を、実生活の中に当てはめて考えることが上手くできない児童もいる。授業中に、生活の中

のさまざまな状況と理論を結び付けるように、児童の気付きを共有していくことが大切である。

また、記述式の問題になると、内容は理解していても、文章で表現することに困難を覚える児

童が一定数いると考えられる。日頃の授業から、文章で説明させる機会を設けて、説明するこ

とに慣れさせることが大切である。 
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３ 小学校第６学年 

（１）社会 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

70.4 69.2 △1.2 64.6 62.8 △1.8 66.1 65.4 △0.7 71.2 69.5 △1.7 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
国土の自然など

の様子 
農業や水産業 工業生産 

産業と情報との

関わり 

国土の自然環境

と国民生活 

全国平均(%) 60.5 69.0 67.8 75.1 82.9 

区全体正答率(%) 62.1 69.4 68.6 77.0 84.8 

差(%) △1.6 △0.4 △0.8 △1.9 △1.9 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 66.9 72.9 

区全体正答率(%) 67.8 74.4 

差(%) △0.9 △1.5 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 67.9 72.0 

区全体正答率(%) 69.2 72.8 

差(%) △1.3 △0.8 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 70.4%
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⑥課題の見られた小問 

●■1 (1)② 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 36.1% 38.8% ▼2.7 17.6%  ☆  

出題のねらい 大西洋の位置と名称について理解している。 

結果 区全体正答率36.1％は、全国平均38.8％を2.7ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は17.6％で、全問中最も高い。 

誤答は、インド洋と解答しているものが9.4％見られた。 

対策 六大陸や三海洋については、地図や地球儀を活用することを通して把握させることが大切であ

る。また、こうした学習は、学習指導要領にもあるように、「我が国の国土の様子と国民生活

について」考える一環として位置付けられており、世界の中での我が国の位置などを明確にし

ていくことにつながる。大陸名や海洋名を用いて我が国の位置を明確にしていく活動を、日頃

の授業でも取り入れていきたい。 
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●■3 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 31.2% 33.4% ▼2.2 0.2% ☆   

出題のねらい 米づくりの作業（代かき）について理解している。 

結果 区全体正答率31.2％は、全国平均33.4％を2.2ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は0.2％である。 

誤答は、選択肢１（59.9％）が最も多く、正答率を上回った。 

対策 米づくりの作業については、田植えや稲かりなどの内容は知っていても、田おこしや代かき、

中ぼしなどには馴染みがなく、それらの具体的な内容を理解できていない児童が多い。映像資

料や写真資料などを活用して、年間を通した米づくりの様子を、実際のイメージと結び付けて

理解させることが大切である。その際、それぞれの作業に使われる機械や道具にも着目させる

とよい。 
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４ 中学校第１学年 

（１）国語 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

65.7 64.5 △1.2 60.9 61.3 ▼0.4 56.8 59.2 ▼2.4 56.3 57.3 ▼1.0 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方 

に関する事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国平均(%) 68.6 73.3 65.3 58.5 62.5 

区全体正答率(%) 68.5 74.1 68.0 56.8 68.1 

差(%) ▼0.1 △0.8 △2.7 ▼1.7 △5.6 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 69.1 61.4 

区全体正答率(%) 69.0 63.5 

差(%) ▼0.1 △2.1 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 69.2 54.5 

区全体正答率(%) 70.7 55.2 

差(%) △1.5 △0.7 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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12.2 11.3 

19.7 

14.2 

22.6 

7.6 

2.3 

0

10

20

30

40

50
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［生徒の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 65.7%
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⑥課題の見られた小問 

●■1 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 29.5% 29.4% △0.1 27.5%   ☆ 

出題のねらい 意図に応じて、話の内容を捉え、適切な質問をしている。 

結果 区全体正答率29.5％は、全国平均29.4％を0.1ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は27.5％で、全問中最も高い。 

誤答は、清水さんの最後の発言を取り上げて、実際に質問するように書いているが、「具体的

にはどういうことなのだろうか」という内容を書いていないものが14.4％見られた。 

対策 本問では、インタビューを聞きながら、山口さんと清水さんのやり取りをメモした上で、【イ

ンタビューの様子】で山口さんが考えていることを参照し、清水さんの最後の発言に関連する

内容を特定していく。「具体的には」という言葉がポイントになる。インタビューを行うとき

に大事なことの１つ目は、相手について調べて、そこから聞きたいことを質問として準備して

おくことである。２つ目は、インタビューでのやり取りの中で、相手の話した内容から更に興

味や疑問をもったことについて、臨機応変に対応していくことである。適切な質問ができるよ

うにするためには、２つ目のことを意識して考えさせるとよい。 
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●■7 （通し番号●25 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 40.3% 45.5% ▼5.2 21.9%   ☆ 

出題のねらい 目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるように工夫している。 

結果 区全体正答率40.3％は、全国平均45.5％を5.2ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は21.9％で、全問中２番目に高い。 

誤答は、自分の考えは書いているが、理由を書いていないものが11.0％見られた。 

対策 第一段落に書いた、資料から読み取ったことを踏まえて、自然体験活動に参加する中学生を増

やすためにはどのような取り組みを行うとよいか、自分の考えと、その理由を書く問題である。

このように自分の考えの理由を書く場合は、根拠となる事柄が適切であるかどうかを検討する

必要があるが、討論や意見文などで生徒が挙げる根拠の中には、単に自分の考えを言い換えた

ものなども見られる。まず、適切な根拠とはどのようなものであるのかについて指導しておき

たい。 
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（２）社会 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

52.9 53.5 ▼0.6 48.2 52.4 ▼4.2 48.9 53.3 ▼4.4 48.5 52.9 ▼4.4 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 我が国の政治 我が国の歴史 世界の中の日本の役割 

全国平均(%) 59.2 51.4 50.7 

区全体正答率(%) 60.9 50.2 48.2 

差(%) △1.7 ▼1.2 ▼2.5 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 53.7 53.0 

区全体正答率(%) 52.4 54.1 

差(%) ▼1.3 △1.1 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 52.4 55.7 

区全体正答率(%) 51.2 56.8 

差(%) ▼1.2 △1.1 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 52.9%



 

27 

⑥課題の見られた小問 

●■5 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 15.0% 21.8% ▼6.8 37.9%  ☆  

出題のねらい 本居宣長の業績について理解している。 

結果 区全体正答率15.0％は、全国平均21.8％を6.8ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は37.9％で、全問中最も高い。 

誤答は、蘭学と解答しているものが9.1％見られた。 

対策 国学が、日本古来の考え方を研究しようとする学問であったこと、本居宣長が「古事記」や「源

氏物語」などの日本の古典を研究し、国学の発展に重要な役割を果たしたことを押さえさせる

必要がある。国学は、天皇を尊ぶ思想と結び付き、幕末の尊王攘夷運動に影響を与えたことを

理解させたい。さらに、江戸時代後半、どのようにして学問や教育が盛んになったのか、その

背景について指導することが大切である。 
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●■8 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 31.4% 31.4% 0.0 28.1%   ☆ 

出題のねらい 日本の選挙権年齢の引き下げについて、資料をもとに考え表現している。 

結果 区全体正答率31.4％は、全国平均31.4％と同じであった。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は28.1％で、全問中３番目に高い。 

誤答は、内容が不十分なものが2.4％見られた。 

対策 選挙権年齢及び成年年齢の引き下げにより、「主権者教育」がこれまで以上に求められるよう

になった。本問では、「世界の主な国の選挙権年齢と成年年齢」に関する資料から、資料に表

されている事柄の全体的な傾向を捉えさせること、必要な情報を適切に読み取らせることが重

要である。学習指導要領解説では、現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の１つと

して「主権者として求められる力」を挙げている。選挙権年齢が2016年の選挙から18歳に

引き下げられたことについて、参政権の学習の中で押さえさせることが大切である。 
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（３）数学 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

68.5 66.8 △1.7 64.4 64.4 0.0 65.9 65.8 △0.1 69.1 69.2 ▼0.1 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 数と計算 図形 変化と関係 データの活用 

全国平均(%) 74.4 66.9 67.7 55.3 

区全体正答率(%) 75.6 69.8 70.2 55.8 

差(%) △1.2 △2.9 △2.5 △0.5 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 68.6 62.3 

区全体正答率(%) 70.0 64.8 

差(%) △1.4 △2.5 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 68.7 59.3 

区全体正答率(%) 70.6 60.2 

差(%) △1.9 △0.9 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 68.5%
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⑥課題の見られた小問 

●■13 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 39.5% 39.5% 0.0 2.1%  ☆  

出題のねらい 線対称な図形の対応する点を見つけることができる。 

結果 区全体正答率39.5％は、全国平均39.5％と同じであった。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は2.1％である。 

対策 線対称と点対称を混同している生徒が多く見られる。線対称な図形の性質について確認させる

とともに、正六角形に実際に対称の軸をかきこませ、その軸を折り目として折ったとき、ぴっ

たり重なるかどうか、あるいは、対応する２つの点を結ぶ直線が、対称の軸と垂直に交わるか

どうかを確認させることも効果的である。 
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●■22 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 26.0% 32.5% ▼6.5 6.4%  ☆  

出題のねらい ドットプロットから、最頻値と中央値を読み取ることができる。 

結果 区全体正答率26.0％は、全国平均32.5％を6.5ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は6.4％である。 

対策 本問では、まず、最頻値や中央値といった代表値の意味と必要性を捉えさせる指導が必要であ

る。最頻値に関しては、データの中で最も多く現れた値であることを確認させ、ドットプロッ

トの数値を読み間違えないように注意させる。また、中央値に関しては、全てのデータを値の

大きさの順に並べた際の中央の値であること、データの個数が奇数個と偶数個の場合で求め方

が異なることなどを、しっかりと理解させたい。これらと併せて、ドットプロットへの表し方

や、ドットプロットからのデータの読み取りの習熟を図ることも重要である。 
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（４）理科 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

48.5 52.6 ▼4.1 60.6 67.0 ▼6.4 56.0 62.3 ▼6.3 56.8 62.3 ▼5.5 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 物質・エネルギー 生命・地球 

全国平均(%) 45.7 57.2 

区全体正答率(%) 42.8 52.4 

差(%) ▼2.9 ▼4.8 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 55.3 47.9 

区全体正答率(%) 51.1 44.1 

差(%) ▼4.2 ▼3.8 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 55.4 46.2 

区全体正答率(%) 50.7 43.4 

差(%) ▼4.7 ▼2.8 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 48.5%
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⑥課題の見られた小問 

●■4 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 19.6% 42.8% ▼23.2 38.9%  ☆  

出題のねらい 蒸散を理解している。 

結果 区全体正答率19.6％は、全国平均42.8％を23.2ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は38.9％で、全問中最も高い。 

対策 「蒸散」を理解させるためには、植物の葉をちぎって、裏側の薄い皮をはがし、水蒸気が出て

いく穴（気孔）を顕微鏡で観察させる。その際、表側の薄い皮も観察することができれば、表

側と裏側の気孔の数を比較させ、一般に葉の裏側の方が気孔の数が多いことを生徒に発見させ

たい。時間がない場合は、事前に教師がプレパラートを準備しておき、検鏡だけさせてもよい。

これらを踏まえ、植物の体の中の水が、水蒸気になって気孔から出ていくことを、科学的な用

語である「蒸散」を使用して説明できるようにさせる指導が有効である。 
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●■10 (2)② 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 23.7% 27.7% ▼4.0 22.3%  ☆  

出題のねらい 手回し発電機と光電池がついている非常用ライトが災害時にどのように役立つかを推測できる。 

結果 区全体正答率23.7％は、全国平均27.7％を4.0ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は22.3％で、全問中３番目に高い。 

 

対策 生徒は、日々当たり前のようにさまざまな電気器具（道具）を使っている。それらの道具は停

電になると使えなくなるが、長時間の停電の経験がないと、電気が使えないときの状況を理解

できない場合も多い。生徒たちに、災害などの停電時の状況を説明し、どのような発電方法が

必要かを考えさせるとよい。電気が使えないときは、手動による発電と光による発電が有効で

あることを理解させて、本問のように災害時に使う道具に光電池が付いている意味に気付かせ

ることが大切である。 
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（５）英語〔Ａ〕 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

82.4 81.4 △1.0 77.1 76.8 △0.3 82.8 82.7 △0.1 82.3 79.7 △2.6 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 聞くこと 読むこと 書くこと 

全国平均(%) 84.5 81.8 77.8 

区全体正答率(%) 85.7 82.4 78.8 

差(%) △1.2 △0.6 △1.0 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 83.3 78.0 

区全体正答率(%) 85.2 77.5 

差(%) △1.9 ▼0.5 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 82.0 78.7 

区全体正答率(%) 83.2 78.8 

差(%) △1.2 △0.1 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 82.4%
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⑥課題の見られた小問 

●■8 （通し番号●24 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 44.4% 42.8% △1.6 0.3% ☆   

出題のねらい 夏休みの出来事についての発表を聞き、その概要を捉えている。 

結果 区全体正答率44.4％は、全国平均42.8％を1.6ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は0.3％である。 

 

対策 夏休みに参加した、地域の仕事体験イベントについての発表を聞いて、その発表で使ったスラ

イドを選ぶ問題である。wentという不規則変化の動詞の過去形表現に慣れていないと、その

後に続く英語が正確に聞き取れないことがある。さらに、ateも聞き慣れない語のため、混乱

してしまう可能性がある。しかし、farm，restaurant，making a salad，dream，cookな

どの英語が聞き取れれば正答にたどり着けるだろう。分からない英語があっても、そこで止まっ

てしまわずに、文章全体を聞き取らせることが大切である。 
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●■14 （通し番号●38 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 36.1% 34.8% △1.3 4.2%  ☆  

出題のねらい 自己紹介カードの中から必要な情報を読み取り、紹介文の形式に合わせて書いている。（３人

称とできるスポーツ） 

結果 区全体正答率36.1％は、全国平均34.8％を1.3ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は4.2％である。 

誤答は、主語をHe、She以外で書いているもの（41.3％）が多く、正答率を上回った。 

対策 本問では、３人称であるheとsheの意味を理解していないと、主語を選ぶことができない。日

頃の授業の中で、教師が生徒の返答などを復唱するときに、名前ではなく“He～.”“She～.”

を使うことで、３人称に慣れ親しませることが大切である。書き写す際には、お手本の英語を

すぐそばに置かせて、アルファベットの一つ一つを確認しながら書き写させるようにすると、

ミスの防止に有効である。 
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５ 中学校第２学年 

（１）国語 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

64.2 65.0 ▼0.8 65.9 65.1 △0.8 61.5 63.9 ▼2.4 65.9 66.7 ▼0.8 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方 

に関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国平均(%) 69.5 54.0 70.1 75.3 58.9 60.7 

区全体正答率(%) 67.4 59.4 67.0 76.0 55.9 62.5 

差(%) ▼2.1 △5.4 ▼3.1 △0.7 ▼3.0 △1.8 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 68.0 62.9 

区全体正答率(%) 66.6 62.6 

差(%) ▼1.4 ▼0.3 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 69.9 54.5 

区全体正答率(%) 68.7 54.6 

差(%) ▼1.2 △0.1 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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［生徒の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 64.2%
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⑥課題の見られた小問 

●■4 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 40.6% 42.6% ▼2.0 6.8%  ☆  

出題のねらい 目的に応じて必要な情報に着目して、内容を解釈している。 

結果 区全体正答率40.6％は、全国平均42.6％を2.0ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は6.8％である。 

誤答は、Aのみ正しいものが19.9％、Bのみ正しいものが19.3％見られた。 

対策 文章と【資料】とを比較してみると、文章ではソメイヨシノという品種の特徴や問題点と、そ

れについての考察が述べられている。【資料】では、ソメイヨシノの問題点と今後に向けての

自治体の取り組みが述べられている。共通することとして、ソメイヨシノの問題点が挙げられ

ている。この問題点を、【ノート】のそれぞれの文章について整理させていく。このような複

数の説明的な文章を比較して読むときは、内容についての共通点と相違点について整理しなが

ら読むことが中心になる。さらに、構成の仕方の違いについても押さえさせたい。 
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●■7 （通し番号●24 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 51.0% 53.2% ▼2.2 22.7%   ☆ 

出題のねらい 自分の考えが伝わる文章になるように工夫している。 

結果 区全体正答率51.0％は、全国平均53.2％を2.2ポイント下回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は22.7％で、全問中最も高い。 

誤答は、Ａのちらしの特徴のみ書いているものが9.6％、Ｂのちらしの特徴のみ書いているも

のが8.7％見られた。 

対策 第１段落には、「ＡとＢのちらしの特徴」をそれぞれ書く。本問で大切なことは、文章全体を

１つのまとまりとして、適切な論の展開ができるかということである。すなわち、第２段落で

「ＡとＢのどちらのちらしのほうがよいと思うか、自分の考えと、その理由」を書かなければ

ならない。こういった文章を書く場合は、第１段落を書き出す前に、第２段落の内容につなが

るような特徴を挙げておく必要があることに気付かせることが重要である。 
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（２）社会〔地理〕〔歴史〕 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

41.6 45.6 ▼4.0 46.1 50.0 ▼3.9 44.7 51.2 ▼6.5 52.5 56.4 ▼3.9 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 地理 歴史 

全国平均(%) 49.4 41.6 

区全体正答率(%) 44.5 38.4 

差(%) ▼4.9 ▼3.2 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 45.8 45.3 

区全体正答率(%) 42.7 39.9 

差(%) ▼3.1 ▼5.4 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 48.4 39.4 

区全体正答率(%) 44.7 34.6 

差(%) ▼3.7 ▼4.8 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 41.6%
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⑥課題の見られた小問 

●■6 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 12.4% 15.0% ▼2.6 30.3%   ☆ 

出題のねらい 藤原道長が権力を握った方法について、資料をもとに考察し、表現している。 

結果 区全体正答率12.4％は、全国平均15.0％を2.6ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は30.3％で、全問中２番目に高い。 

誤答は、道長が就いた役職の名称に不備があるものが1.3％見られた。 

対策 藤原氏は、娘を天皇のきさきにし、娘の子を次の天皇に立てることで勢力を強め、政治の実権

を握るようになった。その経緯と摂関政治の仕組みについて説明できるように、きちんと理解

させる必要がある。本問のような縦書きの系図では、縦の上下の線が親子関係を表しており、

横の左右の線が兄弟・姉妹関係（通常は右が年上）を表している。また、夫婦関係は二重線で

表される。系図の特徴をしっかり押さえさせ、読み取り方について丁寧に指導することが大切

である。 
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●■8 (1)② 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 12.7% 16.8% ▼4.1 61.0%   ☆ 

出題のねらい 中世における日本と中国の貿易について、資料をもとに考察し、表現している。 

結果 区全体正答率12.7％は、全国平均16.8％を4.1ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は61.0％で、全問中最も高い。 

誤答は、（Y）にあてはまる語句のみ正しいものが3.8％見られた。 

対策 室町時代には、日明貿易や琉球王国の国際的な役割などを基に、東アジア世界と密接な関わり

が見られたことを捉えさせる必要がある。日明貿易については、その形式や内容の特徴を確認

させるとともに、銅銭が大量にもたらされ、貨幣経済の発達を促したことなど、国内の経済や

社会に及ぼした影響を理解させたい。明や朝鮮との貿易により、各地で産業が盛んになったこ

と、特に、商業では定期市が各地に生まれ、その取り引きに宋や明から輸入された銅銭が多く

使われたことなどを押さえさせることが重要である。 
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（３）数学 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

54.6 53.6 △1.0 56.2 54.7 △1.5 52.3 53.4 ▼1.1 59.1 56.6 △2.5 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 数と式 図形 関数 データの活用 

全国平均(%) 59.7 55.4 47.6 47.0 

区全体正答率(%) 63.0 56.6 46.2 46.6 

差(%) △3.3 △1.2 ▼1.4 ▼0.4 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 57.0 46.9 

区全体正答率(%) 58.4 47.2 

差(%) △1.4 △0.3 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 58.5 37.6 

区全体正答率(%) 59.8 37.8 

差(%) △1.3 △0.2 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 54.6%
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⑥課題の見られた小問 

●■12 （通し番号●17 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 17.5% 16.3% △1.2 10.1%  ☆  

出題のねらい BCの垂直二等分線を作図してできた中点と頂点Ａを通る線が面積を二等分することを理解し

ている。 

結果 区全体正答率17.5％は、全国平均16.3％を1.2ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は10.1％である。 

誤答は、∠Aの二等分線を作図しているものが15.5％見られた。 

対策 誤答の主な原因としては、どのような作図をすればよいのかが分からないこと、垂直二等分線

の作図方法を忘れていることなどが考えられる。頂点Aを通り、△ABCの面積を２等分するに

は、底辺BCの中点を通る直線を引けばよいことを理解させ、中点を求めるにはどのような作

図をすればよいのかを考えさせるとよい。垂直二等分線や角の二等分線などの基本的な作図が

できるようにさせるだけではなく、作図とその線の意味を理解させることが大切である。 
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●■17 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 13.2% 15.5% ▼2.3 12.6%   ☆ 

出題のねらい 与えられた式の関係が反比例であると判断し、式の特徴をもとに判断の理由を説明することが

できる。 

結果 区全体正答率13.2％は、全国平均15.5％を2.3ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は12.6％である。 

誤答は、アを選択しているもの（21.0％）が多く、正答率を上回った。 

対策 誤答の原因としては、段ボールの総面積と重さの関係を表す式が理解できないこと、説明する

ことに習熟していないことなどが考えられる。段ボールの総面積は段ボール１m2当たりの重さ

に反比例することが理解できない生徒には、具体的な数値を当てはめて計算させるとよい。そ

の上で、段ボール１m2当たりの重さを１/２倍にすると、段ボールの総面積が２倍になること

を理解させる。また、説明できない生徒には、段ボールの総面積は１m2当たりの重さに反比例

すること、段ボール１m2当たりの重さを１/２倍にすると、総面積が２倍になることから説明

すればよいことを指導するとよい。 
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（４）理科 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

44.0 48.7 ▼4.7 50.8 56.0 ▼5.2 48.0 54.9 ▼6.9 47.7 54.0 ▼6.3 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 エネルギー 粒子 生命 地球 

全国平均(%) 44.0 58.1 53.4 36.4 

区全体正答率(%) 39.2 55.2 41.8 36.6 

差(%) ▼4.8 ▼2.9 ▼11.6 △0.2 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 49.2 48.2 

区全体正答率(%) 43.1 45.1 

差(%) ▼6.1 ▼3.1 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 50.4 44.9 

区全体正答率(%) 45.6 40.5 

差(%) ▼4.8 ▼4.4 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 44.0%
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⑥課題の見られた小問 

●■8 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 12.0% 17.1% ▼5.1 14.6%  ☆  

出題のねらい 光源・凸レンズ・スクリーンの距離をもとに、凸レンズの焦点距離を求めることができる。 

結果 区全体正答率12.0％は、全国平均17.1％を5.1ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は14.6％である。 

対策 凸レンズから焦点距離の２倍以上離れた物体の像、焦点距離の２倍の位置にある物体の像、焦

点距離の２倍以下から焦点距離までにある物体の像、焦点距離にある物体の像、焦点以下にあ

る物体の像について、整理して指導するとよい。本問では、凸レンズとスクリーンの距離は、

光源と凸レンズの距離40cmと同じであることから、焦点距離の２倍が40cmであると分かり、

これは像ができない結果とも一致する。光学実験は楽しく行えても、像のでき方については覚

えられていない生徒も多い。凸レンズの像のでき方を正確に理解させることが大切である。 
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●■13 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 15.6% 15.2% △0.4 36.4%   ☆ 

出題のねらい 震源がほぼ同じである２つの地震の震度分布をもとに、マグニチュードと最大震度・ゆれが伝

わる範囲の広さの関係を説明できる。 

結果 区全体正答率15.6％は、全国平均15.2％を0.4ポイント上回った。 

全問中正答率は４番目に低い。 

無解答率は36.4％で、全問中最も高い。 

誤答は、指定語句を用いているが、マグニチュードと地震のゆれの関係についての説明として

不十分なもの（19.9％）が多く、正答率を上回った。 

対策 マグニチュードと地震の揺れの関係について、図１と図２から読み取る必要がある。図１と図

２で同じところ、異なるところを考えさせるとよい。まず、震源の深さ・震央がほぼ同じであ

るため、地震が起こった位置がほぼ同じである。次に、図１では震度３～４が一部に見られる

のに対して、図２では震度３～４が広がり、更に震度５及び６が見られる点で異なる。マグニ

チュードと地震の揺れの強さや範囲に気付かせて、関係を理解させる指導が有効である。なお、

震度が大きければマグニチュードも大きいなど、誤った考え方をする生徒もいるので注意が必

要である。 
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（５）英語〔Ａ〕 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

52.4 51.3 △1.1 53.8 52.7 △1.1 46.3 46.1 △0.2 56.2 55.9 △0.3 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 聞くこと 読むこと 書くこと 

全国平均(%) 61.4 49.0 45.1 

区全体正答率(%) 61.5 51.2 45.7 

差(%) △0.1 △2.2 △0.6 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 54.2 48.3 

区全体正答率(%) 56.3 48.3 

差(%) △2.1 0.0 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 52.3 49.6 

区全体正答率(%) 53.8 49.9 

差(%) △1.5 △0.3 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 

0.0 1.6 

7.5 

13.1 12.7 13.5 
9.7 

15.6 
11.4 

8.5 
5.6 

0.9 

0

10

20

30

40

50

0 1～ 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～ 100

［生徒の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 52.4%
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⑥課題の見られた小問 

●■5 （通し番号●9 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 18.7% 16.0% △2.7 31.3%   ☆ 

出題のねらい 英文を聞き、その要点を捉えて自分の考えを書いている。 

結果 区全体正答率18.7％は、全国平均16.0％を2.7ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は31.3％で、全問中４番目に高い。 

正答のうち、内容が伝わる程度の文法的な誤りがあるものが4.9％、文ではなく句で答えてい

るものが3.7％見られた。 

対策 リスニングとライティングの融合（活用）問題である。本問では、アンディが何を尋ねている

のか、最後の２文を確実に聞き取る必要がある。授業初めのsmall talkなどで疑問詞疑問文を

扱うなどして、その定着を図ることが大切である。また、教科書の題材にディベート的なもの

や、意見文などがある場合、それに対して自分ならどう答えるのか、その内容を書かせる活動

を日頃から行うことで、英語を書く力を身に付けさせるとよい。それを教師が添削する場合は、

個々の生徒の英語力に応じて、ある程度時間を取って行いたい。 
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●■7 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 26.8% 29.1% ▼2.3 0.4% ☆   

出題のねらい 対話文を読み、必要な情報を捉えて、適切なプランを選んでいる。 

結果 区全体正答率26.8％は、全国平均29.1％を2.3ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は0.4％である。 

誤答は、選択肢２（38.9％）が最も多く、正答率を上回った。選択肢４は23.5％見られた。 

対策 対話文と資料を組み合わせた複合問題である。まず、対話文の内容と資料をしっかりと見比べ

ることが必要になる。アンドリューの話について、今回の旅行では大阪でなく京都に行きたい、

北海道には雪が見られる冬休みに行きたい、一緒に海で泳ごうとコウスケを誘っている、といっ

た内容を把握し、資料に書かれた情報と見比べて判断する。このような問題に対応できるよう

にさせるために、授業では、読んだ英文を図表などの資料に整理させたり、図表の穴埋めをさ

せたりするような課題を設定することも有効である。 
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６ 中学校第３学年 

（１）社会〔地理〕〔歴史〕 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

41.9 45.1 ▼3.2 45.7 53.0 ▼7.3 50.8 54.5 ▼3.7 52.1 55.0 ▼2.9 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 地理 歴史 

全国平均(%) 51.5 39.2 

区全体正答率(%) 47.9 36.4 

差(%) ▼3.6 ▼2.8 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 44.5 46.1 

区全体正答率(%) 41.0 43.4 

差(%) ▼3.5 ▼2.7 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 46.1 43.0 

区全体正答率(%) 43.0 39.5 

差(%) ▼3.1 ▼3.5 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 

0.1 0.3 

6.7 

18.0 

23.6 
20.7 

15.1 

9.1 

3.6 2.4 
0.3 0.0 

0

10

20

30

40

50

0 1～ 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～ 100

［生徒の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 41.9%
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⑥課題の見られた小問 

●■1 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 16.2% 25.4% ▼9.2 35.8%  ☆  

出題のねらい 大陸棚について理解している。 

結果 区全体正答率16.2％は、全国平均25.4％を9.2ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は35.8％で、全問中３番目に高い。 

誤答は、リアス海岸と解答しているものが6.7％見られた。 

対策 大陸棚は、深さ200mまでのゆるやかに傾斜している海底のことである。日本では、日本列島

をふちどるように、特に日本海の南部から東シナ海にかけて広い範囲に広がっている。日本の

地形の特色として押さえさせたい。大陸棚はプランクトンが豊富で、好漁場が生まれ、日本の

水産業が盛んな理由にもつながっていることを理解させるとよいだろう。誤答では、リアス海

岸と答える生徒が見られる。さまざまな地形の特徴や名称について、教科書や地図帳の地図、

写真を見ながら学習させることが有効である。 
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●■5 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 12.4% 18.1% ▼5.7 41.0%  ☆  

出題のねらい 江戸時代の新田開発について理解している。 

結果 区全体正答率12.4％は、全国平均18.1％を5.7ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は41.0％で、全問中最も高い。 

 

対策 江戸時代の農業の発達の背景には、新田開発と農業技術の発達が深く関係していることを指導

することが重要である。新田開発については、幕府や藩が土地の開墾に力を注ぎ、用水路を造っ

たり、干潟や沼地を干拓したりしたことを、全国の耕地面積の変化などの具体的な資料を使っ

て押さえさせたい。また、農業技術の発達については、土地を深く耕すことのできる備中ぐわ

や、脱穀を効率的にする千歯こきなどの農具の普及に加え、干鰯や油かすといった肥料の使用

により、生産力が高まったことを確認させることが大切である。 
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（２）英語〔Ａ〕 

①全国比較 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

53.6 52.2 △1.4 50.1 50.9 ▼0.8 ― ― ― 56.1 54.1 △2.0 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 聞くこと 読むこと 書くこと 

全国平均(%) 55.8 53.1 46.9 

区全体正答率(%) 57.6 54.2 48.2 

差(%) △1.8 △1.1 △1.3 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 

全国平均(%) 57.3 45.7 

区全体正答率(%) 58.2 47.7 

差(%) △0.9 △2.0 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 55.9 45.9 

区全体正答率(%) 56.9 47.9 

差(%) △1.0 △2.0 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 

0.0 0.1 
3.4 

11.7 12.2 
14.5 16.0 15.0 

11.4 9.7 
5.6 

0.4 

0

10

20

30

40

50

0 1～ 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～ 100

［生徒の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 53.6%
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⑥課題の見られた小問 

●■5 （通し番号●9 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 20.8% 19.7% △1.1 27.9%   ☆ 

出題のねらい 英文を聞き、その要点を捉えて自分の考えを書いている。 

結果 区全体正答率20.8％は、全国平均19.7％を1.1ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は27.9％である。 

正答のうち、内容が伝わる程度の文法的な誤りがあるものが7.9％見られた。誤答では、おす

すめの場所は答えられているが、理由を適切に述べることができていないものが6.7％見られ

た。 

対策 リスニングとライティングの融合（活用）問題である。本問ではまず、ジョンが何を尋ねてい

るのか、最後の３文を確実に聞き取る必要がある。授業初めのsmall talkなどで、疑問詞疑問

文を扱うなどして、その定着を図ることが大切である。また、教科書の本文の内容に対して「意

見」や「返事」を書かせるなどの活動を日頃から行うことにより、英語を書く力を身に付けさ

せたい。また、本問では、shouldを使った疑問文で問われているので、答えもThey should 

visit～の書き出しで始めればよいことにも触れて指導したい。 
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●■10 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 13.8% 14.0% ▼0.2 25.1%   ☆ 

出題のねらい 対話の流れに合った英文を、相手に伝わるように書いている。（理由をたずねる） 

結果 区全体正答率13.8％は、全国平均14.0％を0.2ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は25.1％である。 

正答のうち、軽微な誤りや２か所以上のつづり誤りがあるものが1.0％見られた。 

対策 本問では、“Because he is my coach.”という答えのみから、質問文を想像することは難

しいかもしれないが、becauseに着目して、疑問文の最初の疑問詞がwhyであることは容易に

推測できるであろう。その上で、空欄の前の２つの発言もよく読んで、対話全体から考えてい

くことが大切である。普段の指導においては、教科書本文の対話文にある疑問文を隠して、「こ

こにはどのような質問が入るのか」という問いかけをすることも有効である。 
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第２章 児童・生徒の生活・学習実態（アンケート調査） 

１ 基本的生活習慣等 

（１）朝食を毎日食べている。 

 

 

 

（２）毎日、同じくらいの時刻に寝ている。 

 

 

 

（３）毎日、同じくらいの時刻に起きている。 

 

  

84.5

84.4

80.3

74.5

10.9

9.6

11.2

13.4

3.5

4.3

6.3

7.5

1.1

1.7

2.3

4.6

0.1

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 無回答

31.4

36.1

34.9

35.2

41.7

38.9

42.2

39.7

21.8

19.8

18.0

18.6

4.7

5.1

4.6

5.5

0.4

0.2

0.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 無回答

52.5

55.8

55.2

56.4

34.0

32.5

35.8

33.9

10.2

9.0

6.7

8.1

2.8

2.3

1.6

1.3

0.4

0.4

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 無回答
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（４） 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、PC・タブレッ

トなどのＩＣＴ機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間は除きます）。 

 

 

 

（５） 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、

携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含みます）をしますか。 

 

 

 

（６） 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンでＳＮＳ

や動画視聴などをしますか（携帯電話やスマートフォンを使って学習する時間やゲームをする時

間は除きます）。 

 

  

3.9

4.7

3.7

2.2

6.9

4.5

2.7

4.0

13.1

12.5

9.9

7.1

25.2

23.4

21.5

18.2

26.2

26.7

30.6

32.0

24.5

27.8

31.6

36.4

0.3

0.4

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない 全く使っていない

無回答

11.5

17.5

18.7

21.4

10.4

9.6

13.0

13.7

15.2

14.1

19.0

21.6

24.3

26.1

23.9

18.5

26.0

22.3

18.0

15.2

12.5

10.3

7.3

9.7

0.2

0.3

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

無回答

6.2

11.1

17.3

18.8

5.5

6.3

12.0

14.1

7.2

10.8

15.9

22.2

12.2

13.9

19.6

20.2

13.1

13.8

15.3

13.6

23.8

21.8

13.3

8.8

31.7

22.2

6.4

2.2

0.3

0.2

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない

携帯電話やスマートフォンを持っていない 無回答
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（７）携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っていますか。 

 

 

 

（８） 健康に過ごすために、授業で学習したことや保健室の先生などから教えられたことを、普段の生

活に役立てていますか。 

 

 

 

２ 挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等 

（９）自分には、よいところがあると思う。 

 

  

40.7

37.9

41.2

30.7

30.2

32.2

39.3

42.7

3.7

3.8

5.4

6.5

0.9

0.9

0.9

2.9

8.6

11.3

8.4

14.7

15.6

13.8

4.7

2.3

0.2

0.2

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

きちんと守っている だいたい守っている

あまり守っていない 守っていない

携帯電話・スマートフォンやコンピュータは持っているが、約束はない 携帯電話・スマートフォンやコンピュータを持っていない

無回答

37.7

33.6

29.6

22.8

45.8

44.1

49.4

43.6

12.6

18.9

18.3

26.0

3.6

3.2

2.6

7.6

0.3

0.3

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 無回答

48.3

48.1

45.2

38.7

36.0

34.6

38.2

39.1

10.1

10.0

10.3

13.7

5.3

7.0

6.0

8.4

0.2

0.3

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（10）先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。 

 

 

 

（11）将来の夢や目標を持っている。 

 

 

 

（12）人が困っているときは、進んで助けている。 

 

  

42.2

48.7

41.8

36.4

43.1

38.2

46.5

48.5

11.5

9.2

8.9

10.4

2.8

3.5

2.4

4.0

0.4

0.4

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

70.4

66.1

56.8

38.4

15.7

18.4

20.7

25.0

7.3

7.9

12.4

21.4

6.5

7.5

9.9

15.2

0.2

0.0

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

48.8

43.4

45.4

35.8

41.6

45.4

47.2

51.4

7.9

9.5

6.7

10.5

1.5

1.7

0.4

2.0

0.2

0.1

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（13）いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 

 

 

 

（14）困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。 

 

 

 

（15）人の役に立つ人間になりたいと思う。 

 

  

79.4

81.8

81.5

67.2

15.7

14.4

14.9

23.4

2.8

2.6

3.0

5.8

1.7

1.2

0.3

3.5

0.4

0.0

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

27.8

32.3

30.9

27.0

36.8

31.5

34.2

31.7

23.1

23.1

22.5

23.7

12.0

13.1

12.0

17.5

0.2

0.1

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

74.7

70.5

72.4

61.0

20.4

24.0

21.0

29.7

3.5

3.9

4.7

6.9

1.2

1.6

1.6

2.0

0.2

0.0

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（16）学校に行くのは楽しいと思う。 

 

 

 

（17）自分と違う意見について考えるのは楽しい。 

 

 

 

（18）友達関係に満足している。 

 

  

53.6

48.3

52.6

40.4

30.9

34.4

34.6

39.5

10.0

11.4

9.6

14.7

5.4

5.9

3.1

5.2

0.2

0.0

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

35.6

30.1

32.2

25.3

41.0

41.8

45.6

41.4

17.3

20.4

16.9

26.6

5.8

7.7

5.2

6.6

0.3

0.0

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

63.6

59.2

55.9

43.9

26.6

30.0

33.9

40.0

7.5

7.6

7.3

11.7

2.0

3.0

2.3

4.3

0.3

0.2

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（19）普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。 

 

 

 

３ 学習習慣、学習環境等 

（20） 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することは

できていますか。 

 

 

 

（21） 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま

すか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活

用して学ぶ時間も含みます）。 

 

  

47.0

50.2

50.5

42.1

41.1

38.4

41.2

45.2

9.0

10.0

7.0

11.1

2.3

1.3

1.1

1.4

0.6

0.1

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

よくある ときどきある あまりない 全くない 無回答

27.9

27.5

23.0

22.1

49.3

47.1

49.9

48.2

18.0

19.1

21.9

24.5

4.3

5.8

4.1

4.9

0.5

0.4

1.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

できている どちらかといえば、できている どちらかといえば、できていない できていない 無回答

20.1

26.3

8.0

6.5

16.9

16.5

16.3

17.5

23.1

24.0

29.9

30.0

22.8

19.1

23.6

24.4

12.5

9.7

14.4

14.4

4.3

4.2

7.6

7.2

0.4

0.1

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない

無回答



 

66 

（22） 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾

で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時

間も含みます）。 

 

 

 

（23） あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌・一般の雑誌、新聞、教科書は除き

ます）。 

 

 

 

（24）新聞を読んでいますか。 

 

  

8.0

12.0

2.3

3.5

8.5

8.8

4.3

5.9

14.1

15.7

12.6

13.6

23.7

23.6

23.7

24.8

32.7

25.7

37.3

32.0

12.7

14.1

19.6

20.2

0.3

0.1

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

無回答

9.2

8.5

12.9

11.3

14.1

12.4

12.3

16.0

36.7

34.4

33.2

29.0

19.2

20.6

19.5

21.1

11.3

14.1

12.9

15.6

9.2

9.8

9.2

6.9

0.4

0.2

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

０～１０冊 １１～２５冊 ２６～１００冊 １０１～２００冊 ２０１～５００冊 ５０１冊以上 無回答

6.0

6.8

2.4

2.0

11.3

10.3

6.7

4.9

16.1

16.8

13.2

7.1

66.4

66.1

77.5

85.6

0.2

0.1

0.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

ほぼ毎日読んでいる 週に１～３回程度読んでいる 月に１～３回程度読んでいる

ほとんど、または、全く読まない 無回答
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４ 地域や社会に関わる活動の状況等 

（25）地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。 

 

  

41.2

35.6

29.3

19.2

39.6

43.6

48.9

46.5

14.4

14.6

17.2

25.0

4.4

5.9

4.3

8.8

0.4

0.4

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（26）放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

45.2

79.9

中1

中2

学校の部活動に

参加している

61.9

60.5

56.4

48.2

小4

小5

中1

中2

家で勉強や読書

をしている

39.7

22.8

小4

小5

放課後子供教室や放

課後児童クラブ（学

童保育）に参加して

いる

19.2

10.2

9.6

9.1

小4

小5

中1

中2

地域の活動に参加し

ている（地域学校協

働本部や地域住民な

どによる学習・体験

プログラムを含む）

44.0

48.8

31.9

36.4

小4

小5

中1

中2

学習塾など学校

や家以外の場所

で勉強している

57.2

55.1

39.8

31.6

小4

小5

中1

中2

習い事（スポー

ツに関する習い

事を除く）をし

ている

57.4

52.1

41.3

35.8

小4

小5

中1

中2

スポーツ（ス

ポーツに関する

習い事を含む）

をしている

74.7

83.1

90.7

93.7

小4

小5

中1

中2

家でテレビや動画

を見たり、ゲーム

をしたり、ＳＮＳ

を利用したりして

いる

81.0

78.5

78.4

76.9

小4

小5

中1

中2

家族と過ごして

いる

71.2

64.7

76.0

74.5

小4

小5

中1

中2

友達と遊んでい

る

2.9

2.8

1.9

1.3

小4

小5

中1

中2

上記に当てはま

るものがない
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５ ＩＣＴを活用した学習状況 

（27）昨年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか。 

 

 

 

（28） あなたは、学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することをどのように感じて

いますか。次のことがあなたにどれくらい当てはまるか、昨年度までの学習の様子を振り返り、

最も近い番号を１つ選んでください。 

①ＩＣＴ機器を活用することで、自分のペースで理解しながら学習を進めることができる。 

 

 

 

②ＩＣＴ機器を活用することで、分からないことがあったときに、すぐ調べることができる。 

 

  

13.3

16.6

30.3

10.7

20.3

22.5

30.6

16.2

29.2

33.0

24.2

35.8

23.2

20.1

10.4

29.3

12.8

7.3

3.9

7.8

1.2

0.6

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満 無回答

28.5

38.1

39.6

25.0

42.9

37.6

41.3

47.2

19.4

17.5

15.0

21.1

8.5

6.3

3.7

6.3

0.8

0.5

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

46.4

56.5

70.4

59.9

31.9

28.7

22.7

30.4

15.2

9.7

4.7

6.2

5.8

4.6

1.6

3.3

0.7

0.4

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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③ＩＣＴ機器を活用することで、楽しみながら学習を進めることができる。 

 

 

 

④画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かる。 

 

 

 

⑤ＩＣＴ機器を活用することで、自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる。 

 

  

46.2

50.2

48.9

36.4

32.1

29.9

33.5

39.0

13.9

13.6

12.4

17.3

6.7

5.8

4.7

7.1

1.2

0.5

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

34.3

40.7

50.5

35.1

36.0

33.8

37.1

43.7

18.7

17.9

9.0

15.6

9.2

6.9

3.0

5.3

1.8

0.7

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

26.2

33.0

38.5

27.8

33.5

33.7

35.5

38.7

25.7

22.3

19.9

25.1

13.1

10.3

5.7

7.9

1.5

0.8

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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⑥ＩＣＴ機器を活用することで、友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる。 

 

 

 

⑦ＩＣＴ機器を活用することで、友達と協力しながら学習を進めることができる。 

 

 

 

６ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

（29） 授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組

立てなどを工夫して発表していましたか。 

 

  

31.8

42.0

47.6

38.2

32.3

31.0

34.5

38.2

22.8

17.8

12.3

15.9

11.7

8.8

5.2

7.4

1.5

0.4

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

42.5

49.7

53.1

36.8

30.7

28.5

31.8

40.4

15.7

13.9

10.9

16.5

9.6

7.2

3.6

6.1

1.5

0.7

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

31.2

29.5

28.2

17.6

41.9

40.2

43.3

42.1

18.4

21.2

21.0

27.8

6.1

6.7

5.9

10.4

1.5

2.3

1.3

1.7

0.8

0.2

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

発表していた どちらかといえば、発表していた どちらかといえば、発表していなかった

発表していなかった 考えを発表する機会はなかった 無回答
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（30）授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた。 

 

 

 

（31） 授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていた。 

 

 

 

（32）授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていた。 

 

  

31.7

30.2

29.9

22.2

45.8

46.7

47.2

49.5

18.3

18.6

18.5

23.7

3.6

4.3

4.1

4.3

0.6

0.3

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

30.3

31.8

30.9

21.6

43.0

44.0

43.8

45.7

19.8

17.4

19.2

26.3

6.2

6.7

6.0

6.1

0.7

0.2

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

35.5

34.4

35.9

21.9

40.5

43.6

45.5

51.7

16.3

14.5

14.9

21.2

7.0

7.3

3.6

5.1

0.7

0.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（33） 学級の友達・生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付

いたりすることができている。 

 

 

 

（34） 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげるこ

とができている。 

 

 

 

（35） 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりすることができる

と思う。 

 

  

39.3

39.7

39.6

34.5

44.6

43.6

47.9

46.8

11.7

11.2

9.6

14.0

2.6

4.4

1.4

3.6

1.4

0.7

1.3

1.0

0.4

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

学級の友達・生徒との間で話し合う活動を行っていない 無回答

35.1

31.6

27.5

20.1

43.3

44.4

47.8

51.9

16.1

18.7

21.0

24.0

5.0

5.1

3.6

3.9

0.5

0.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

37.4

37.9

30.2

23.1

40.7

41.4

47.8

50.1

17.1

15.4

17.9

21.6

4.1

5.0

4.0

5.1

0.7

0.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（36） 先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えて

くれていると思う。 

 

 

 

（37） 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、互いに協力しながら課題の解決に

取り組んでいる。 

 

 

 

７ 総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科 道徳 

（38） 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するな

どの学習活動に取り組んでいる。 

 

  

51.9

45.3

43.1

29.9

32.4

37.7

42.1

49.8

11.1

11.7

9.9

16.3

3.9

4.7

4.7

3.9

0.7

0.6

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

44.0

45.2

49.1

33.6

39.3

40.1

42.9

51.7

11.8

10.4

6.6

11.0

4.0

3.9

1.1

3.6

0.8

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

35.9

40.3

34.2

25.7

39.4

37.7

41.1

41.4

18.2

16.3

18.6

27.1

5.9

5.4

6.0

5.5

0.5

0.4

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（39） あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会・学級活動で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法を決めている。 

 

 

 

（40） 学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでい

る。 

 

 

 

（41） 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組ん

でいる。 

 

  

34.3

32.6

34.8

24.7

40.2

40.5

47.1

47.0

19.0

20.4

14.9

22.4

5.9

6.0

3.1

5.8

0.6

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

36.0

35.9

34.2

23.1

37.9

38.8

43.1

46.8

19.2

18.5

17.5

24.5

6.1

6.5

5.2

5.5

0.7

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

47.5

42.7

42.8

44.4

34.4

37.5

43.2

41.6

12.6

13.2

10.2

10.7

4.7

6.2

3.6

3.2

0.7

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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８ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語） 

（42）国語の勉強は好きだ。 

 

 

 

（43）国語の勉強は大切だ。 

 

 

 

（44）国語の授業の内容はよく分かる。 

 

  

32.3

29.2

21.3

27.1

31.3

32.3

34.8

37.8

22.3

22.0

29.6

24.4

13.3

16.1

14.2

10.5

0.7

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

64.8

68.5

71.1

63.8

24.9

23.1

23.2

30.0

6.6

6.1

3.7

3.8

3.0

2.0

1.9

2.3

0.7

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

42.9

42.0

32.3

35.8

36.9

38.8

47.2

45.0

14.2

12.8

16.5

14.9

5.1

5.9

3.6

4.0

0.9

0.5

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（45）国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 

 

 

 

９ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（算数・数学） 

（46）算数・数学の勉強は好きだ。 

 

 

 

（47）算数・数学の勉強は大切だ。 

 

  

64.9

66.7

67.4

57.4

24.3

25.4

25.0

32.5

7.2

5.1

5.7

7.2

2.9

2.5

1.7

2.9

0.6

0.4

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

51.4

45.4

33.6

29.9

25.4

25.9

28.5

26.1

13.1

14.7

21.5

24.5

9.4

13.7

16.3

19.5

0.7

0.3

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

78.1

78.1

73.7

56.4

14.1

15.6

20.5

29.3

5.2

4.3

4.0

10.0

2.0

1.8

1.7

4.3

0.6

0.3

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（48）算数・数学の授業の内容はよく分かる。 

 

 

 

（49）算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 

 

 

 

10 台東区独自調査 

（50）自分の考えや気持ちを理解してくれる友達がいる。 

 

  

58.0

56.8

42.3

36.5

28.1

27.2

36.8

39.0

9.4

10.5

14.9

18.0

3.7

5.2

5.7

6.3

0.7

0.3

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

78.2

78.1

71.2

48.9

15.3

15.0

20.0

29.9

3.8

4.6

5.4

14.4

1.9

2.0

3.0

6.8

0.8

0.3

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

65.6

68.0

71.7

60.2

22.1

21.8

20.0

28.9

8.0

6.4

5.3

6.6

3.7

3.3

2.6

4.2

0.6

0.5

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（51）美術館や博物館などに行く。 

 

 

 

（52）自分から進んで、家族や地域の人にあいさつをしている。 

 

 

 

（53）学校の決まりを守っている。 

 

  

32.2

26.7

15.7

10.0

29.8

24.8

20.6

14.3

25.2

29.6

30.9

27.4

12.2

18.5

32.5

48.2

0.6

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

49.0

45.8

49.1

35.8

32.7

35.1

33.9

35.1

13.0

14.1

12.7

20.3

4.5

4.7

4.1

8.7

0.8

0.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

53.3

47.9

65.2

51.1

39.5

44.2

31.6

41.1

5.4

5.7

2.1

5.6

1.0

1.8

0.9

1.9

0.8

0.4

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（54）学校の決まりは必要であると思う。 

 

 

 

（55）社会に決まりは必要であると思う。 

 

 

 

（56）学校の決まりの中に、不要なもの、実態にあわないものがあると思う。 

 

  

79.2

70.2

63.5

51.7

13.7

19.0

26.3

34.1

3.9

6.9

7.0

7.9

2.5

3.4

3.0

5.9

0.7

0.4

0.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

81.4

80.1

79.0

74.9

13.7

14.0

17.0

21.2

2.3

4.1

2.3

2.3

1.9

1.3

1.4

1.2

0.7

0.4

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

21.2

27.6

29.3

42.9

25.4

21.8

26.2

28.3

20.9

20.9

24.7

19.2

31.9

29.1

19.5

9.1

0.6

0.5

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（57）学校の決まりをよりよいものにしたいと思う。 

 

 

 

（58）標準服（制服）のあり方について、児童・生徒が主体的に話し合う場を設けてほしいと思う。 

 

 

 

（59）家庭で、（学校の）タブレットを使って学習を行っている。 

 

  

60.9

57.9

55.4

52.1

24.2

24.7

28.9

34.5

9.1

10.4

12.7

8.5

4.6

6.1

2.9

4.2

1.2

0.9

0.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

29.6

31.0

22.2

28.7

26.6

24.8

22.2

24.5

19.9

19.0

30.5

24.8

22.9

24.6

24.9

21.8

1.0

0.5

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

25.1

22.3

12.0

8.2

20.9

18.6

13.0

11.0

23.0

21.1

22.2

18.5

30.2

37.7

52.6

62.2

0.8

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（60）差別はいかなる理由があろうと許されないと思う。 

 

 

 

（61）人権はどんな人であろうと守られなくてはならないと思う。 

 

 

 

（62）授業者の先生以外の先生から教わったり、サポートしてもらったりすると分かりやすい。 

 

  

70.5

75.6

79.7

67.1

20.0

17.8

16.3

25.0

5.2

3.9

2.0

4.8

3.6

2.2

1.9

3.0

0.7

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

69.1

74.0

77.5

70.1

22.0

20.3

18.6

23.5

4.5

3.2

2.9

3.2

3.3

2.2

0.9

2.9

1.1

0.4

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

48.4

43.9

40.3

31.9

31.8

33.3

39.2

39.8

13.3

13.8

15.0

20.5

5.9

8.6

5.3

7.6

0.7

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（63）専門家などのゲストティーチャーから教わることで、学習に対してより興味がわく。 

 

 

 

（64）スクールカウンセラーにいろいろ相談している。 

 

 

 

（65）学校図書館を活用した調べ学習を行っている。 

 

  

39.8

37.8

33.9

19.0

31.9

30.3

34.6

32.8

16.7

19.1

20.9

30.6

10.9

12.5

10.4

17.5

0.7

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

11.1

9.5

5.2

2.9

10.8

10.3

7.2

6.8

19.0

16.5

15.9

11.4

58.5

63.4

71.7

78.6

0.6

0.4

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

24.4

17.5

9.0

3.8

28.6

26.2

15.5

8.1

28.6

28.9

30.8

25.7

17.5

26.9

44.6

62.2

0.9

0.4

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（66）自分が取り組みたい運動や活動ができる部活動が学校にある。 

 

 

63.2

59.0

21.5

20.6

8.0

8.9

7.2

11.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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第３章 アンケート調査と学力調査のクロス分析 

１ 基本的生活習慣等 

 質問番号 質問事項 

小 4 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、PC・タ

ブレットなどのＩＣＴ機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間は

除きます）。 中 4 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりにICT機器を勉強のために

使う時間を1時間より少ないと回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

4.3 5.6 12.9 24.3 26.4 26.1 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない 全く使っていない

無回答

4.3 5.6

12.9 24.3 26.4 26.1 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.9 3.4

8.5 19.9 31.5 33.7 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

61.1

64.9

69.8
72.6

74.8

68.6

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

48.8
50.8

58.4
60.8

59.0
55.8

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %



 

86 

 

 質問番号 質問事項 

小 6 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンでＳ

ＮＳや動画視聴などをしますか（携帯電話やスマートフォンを使って学習する時間やゲーム

をする時間は除きます）。 中 6 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、携帯電話やスマートフォンでＳＮＳや動画視聴する時間が少ない、持っていないと回答した

児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

8.6 5.9 8.9 13.0 13.5 22.8 27.0 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない

携帯電話やスマートフォンを持っていない 無回答

8.6

5.9

8.9 13.0 13.5 22.8 27.0 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.9 13.0 18.9 20.0 14.5 11.1

4.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

59.5
60.8

67.9
69.8

73.8 73.8 74.1

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

50.3
52.3

55.1

60.8
63.4 63.7

65.1

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %
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２ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

 質問番号 質問事項 

小 29 授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表していましたか。 中 29 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表していたと回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

33.3 39.5 18.4 6.1

2.1

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

発表していた どちらかといえば、発表していた どちらかといえば、発表していなかった

発表していなかった 考えを発表する機会はなかった 無回答

30.2 41.2 19.8

6.4 1.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.0 43.0 24.3 7.9

1.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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66.1

60.5

55.1
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90 %

100 %
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59.0

51.9

47.9
50.2
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90 %

100 %
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 質問番号 質問事項 

小 30 
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた。 

中 30 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと回答した児童・生

徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

36.0 43.2 16.7 3.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

30.9 46.4 18.4

3.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.2 48.6 21.0

4.0

0.3
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 質問番号 質問事項 

小 31 授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい

た。 中 31 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい

たと回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

36.0 43.2 16.7 3.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

31.1 43.6 18.6

6.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.4 44.9 22.7

5.9

0.2
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 質問番号 質問事項 

小 34 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげ

ることができている。 中 34 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげ

ることができていると回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

38.2 40.9 15.6 5.0

0.3
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

33.3 44.1 17.5
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３ 総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科 道徳 

 質問番号 質問事項 

小 38 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する

などの学習活動に取り組んでいる。 中 38 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する

などの学習活動に取り組んでいると回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

38.2 40.9 15.6 5.0

0.3
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

38.2 38.6 17.3
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４ 台東区独自調査 

 質問番号 質問事項 

小 61 
人権はどんな人であろうと守られなくてはならないと思う。 

中 61 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、人権はどんな人であろうと守られなくてはならないと思うと回答した児童・生徒の方が、教

科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

38.2 40.9 15.6 5.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

71.6 21.2

3.8 2.7

0.7
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 質問番号 質問事項 

小 62 
授業者の先生以外の先生から教わったり、サポートしてもらったりすると分かりやすい。 

中 62 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小学校では、授業者の先生以外の先生から教わったり、サポートしてもらったりすると分かりやすいとは思

わないと回答した児童・生徒の方が、大きな差はないが教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

中学校では、サポートしてもらったことによる、教科平均正答率の大きな差は見られない。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

 

38.2 40.9 15.6 5.0

0.3
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答
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